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金融機関の役職員の融資決裁における責任  
吉 岡 伸 一  
Ⅰ．金融株関の融資のあり方について   
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二．融資の意義と基本原則   
では，つぎに金融機関の融資あるいはその審査のあり方について検討する  
こととする。  





g4   
同 法（563・4）888   
重を占め，融資により得られる利息などの収入は，金融機関の主たる収益源  
となっている。   













は金融機関の公共的な立場から許されない。   
以上のようなことから，金融機関の融資の可否を判断する上で考慮すべき  
基本原則として，公共性，安全性，収益性，流動性，成長性，という5つが  
一般にあげられる。   
（1）公共性の原則   
公共性の原則というのは，金融機関の融資は，公共の利益に適する目的に  
従ってなされなければならないということである。言い換えれば，世間から  
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用が傷つくリスクが生じることになる。   










26   
同 法（563・4）886  
は，過去の実績に代えて，商品内容や販売見込み先，売り上げ見込み高，親  
会社や関係会社の支援の有無などを検討することによって，融資を取り組む  


























27   
885 金融機関の役職員の融資決俄における責任  
の子会社等の自己資本の合計額の25％までである。  
「   
一人の債務者（【・－【・つの法  一人の債務者（一つの法  
金融機関単体   
金融機関単体の自己資本  金融機関単体の自己資本  
の25％   の40％   
金融機関と子会社等の自  金融機関と子会社等の自  
金融機関＋子会社等       己資本の合計額の25％  己資本の合計額の40％  
さらに，一般的には，当該金融機関全体の融資が，特定の企業，地域，業  
種に偏ることなく危険分散を図ることなども，貸出金の安全性を高めること  
につながるといえる。   









はいかないといえる。   
貸出金利は，融資の危険負担の対価といえる関係にあり，企業の信用度，  
資金使途，担保・保証の内容に応じて，適正な危険負担を算定し，それを貸  
出金利に反映させることが金融機関の姿勢として不可欠である。   
（4）流動性の原則   
流動性の原則というのは，融資の資金は適度の流動性を持ち，融資の期間  
は，調達資金である預金の期間に見合った期間に設定しなければならないと  
エヾ   
開 法（563・4）884   
いうことである。すなわち，資金繰り面から調達資金の支払に支障を生じさ  
せないために，融資の期間と調達資金の期間を対応させておくことが大切で  
ある。   
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得ない。   
よって，本件融資1及び3を決定することとした経営判断については，被  
．了．了   





























．了・J   




























35   





























J6   
同 法（56－3・4）876  
判断は差し控えるべきであるとしている。   
同様の趣旨は，次に示すその後の判例においても述べられている。  














































（丑 大阪地判平成12年5月24日（金融・商事判例1097号31頁）  








るものではない。」   
③ 大阪地判平成12年9月8［】（判例時報1756号159頁）   
「以上の事情を総合すると，甲貸付けは，融資の回収ができなくなる危険  
．もヾ   






断を示している。   






融資と断じている。   
⑤ 津地判平成17年3月25日（箕輪邦一「旧経営陣責任追及における調査  
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（訂 神吉正三「金融機関役員の融資決裁責任」（酒井書店）2005年  
② 新日本監査法人金融部「金融機関の内部統制」（金融財政事情研究会）2006年  
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⑨ 贋田 聡「融資に関する銀行取締役の責任④」銀行法務21－657号42頁  
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銀行法務21－657号66頁  
⑲ 箕輪邦一「旧経営陣責任追及における調査からみた破綻金融機関の傾向について④」   
銀行法務21－659号74頁  
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⑮ 小柿徳武「大口融資規制に違反する融資の決裁について．破綻した信用組合の旧経営   
陣に善管注意義務違反があったとして損害賠償責任が認められた事例」私法判例リマー   
クス26号94頁  
⑯ 稲庭恒一「系列ノンバンクに対し金融支接を行った銀行取締役の銀行に対する損害賠 甲  
（⊃  




融資を受けた耶引光   結 論   
番 ケ   
判 決   出典・ 事件番ぢ・  役員の所 属した金 融機関  原告  
請求棄却   ロ  名古屋地判 平9．1．20  判時600144、 判夕946108， 金利109721  中京銀行    し株主代 表訴訟）  ンーンーニLス  
2  松11l地判 平11．4．28  判夕1046232  仰「銀子r  （株用 熟恥鋸  マルタホーーム   請求棄却   
巴  人阪地判  判時734127， 21  三福信用   整理回収   （㈲P祉   平12．5．24   金判1097   組合  機構 一都認容   
4  大阪地判  判時1756151  三福信用  整理lり川丈  サンライズ，オズコーポレー  請求認呑   平12．9．8   組合  機構   ション   
5  大阪地判  判夕1072242  ［fl辺信用  整理回収  東洋土建．綜合間乳 プレジデ  請求認容   平13．3．30   組合  機構  ントホームズ   
大阪地判  
6    ヤ13．5．28  
組合   機構   一部認容   
［12の第一審］   
・一部認容   7  東京地利 ヤ13．5．31  判時1759131  軒京商銀 †訓組合  欄l含員 代表訴 訟）  松本祐商事グループ  
紳地判  三重り．㌔一言  ヤ13．10．3  判時1781156   用組合   8          二三菰県仁 用組合  （個人）  請求認容   
9  東京地判 平13．11．5  判時1779108  第一住宅 金融  整理回収 機構  イーアイイー㍉ トーショー   請求認眉   
10  大阪地判  判時792137，  
平14．3．13   判夕1120－254   表訴訟1   
磐梯リゾート開発   請求棄却   
なみはゃ  
凹  大阪地判 平14．3．27   判夕1119194   銀行 （l【1なに  請求認容   
わ銀子r）   
焼判決取消   
東京地判  判時793140．  田  大阪高判 平14．3．29 ［6の控訴審］  全判1143・・16  人和倍≠ 組合  整理国昭 機構  府艮住宅グループ    13   ヤ14．4．25   判夕109884  「」本艮期 信用銚子f  新生銀行  廿軒海洋計画   請求認容   
14  東京地判 平14．7．18  判夕105－194， 金判115527  仁］本長期 信用銀行  新生鋭そf  イーアイイ【グループ   請求棄却   
15  札幌地利 1l14．7．25 ［25の第一審］  判夕1131232  北海道指 殖銀行  川 整理l＝川丈 機構  栄不動産   
殖銀行   16  札幌地判 宰14．9．3  判時1801119  北海道柘   整理回叫 機構  ミヤシタ   
なみはや  
17  人阪地判  判夕1134248    銀行  なみはや  京都厚生会など   
銀if）   
18  東京地利   判時810－110，  国民鈍行  国民銀行  陶陶商事，トーコー，トーコー  本訴：請求認零  平14．10．31  判夕1115211  アド，同際販売，カミパレス  反訴：請求棄却   
札幌地判  
19   乎15．9．16  
殖銀行   
［27の第・一審］   
東京地利   判時185121，  ［1本長期   L1本リース，［1本ランディック，   20      新生銀行  
口本債券   整理回収   川 プ 21  東京地判 平16．3．26  判時1863128   信用銀行   機構  レビア   
田  札幌地判 1 判夕1158196  北海道箱 殖銀行  整理回収 機構  ソフィアプル←プ   乎6．3．26  
・Jご   
同 法（56－3・4）870  
融資を受けた取引先   結 論   番 ケ  判 決  出典． 事件番i；・  役目の所 属Lた会 融機関  原 告  
23  東京地判 平16．5．25  全判】19537  上†本債券 信用銀行  整理回収 機構  系列ノンバンク   請求認谷   
平16．7．28   機構   24  大阪地判   判夕1167208  幸福銀行  整理回収   綜介ハウジング，幸和木動産   請求認容   
札幌高利  25   平17．3．25  部棄却．  
［15の控訴審］   
・一部変更  
札幌高判  資料版商事法  北海道柘  整理回収  カブトデコム   →部棄却，  
半17．3．25  務25685  植銀行  機構  ▲都変更  
札幌高利 平18．3，2 ［19の控訴審］  判時946128， 判夕1209・〉47  北海道拓 殖銀行  整理回収 機構  エスコリース，日伯   一都認容   
・JJ   
